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そうだ！

高齢者は口腔機能が低下しているので，口腔機能低下症と診断したら，

歯管が算定できるぞ。そしたら，総合医療管理加算（総医）も算定できる！

（→ p.48「CASE 無歯顎患者への対応」参照）

本当にそれでいいのですか？

総義歯装着の翌月に「入れ歯が外れる」という主訴で，糖尿病の患者が来院され，

総義歯の調整をしました。

同じ患者さんでも，全身状態や実働時間を考慮する

と，算定項目にも違いがでてきそうですね。

口腔機能管理と総合医療管理加算を行った場合（検査は前回算定済み）

歯科疾患管理料� 120 点〈3 分〉

口腔機能管理料＋口管強� 110 点〈2 分〉

総合医療管理加算� 50 点〈2 分〉

診療録記入（増加分）� 〈2 分〉

合計 9 分の追加で 280 点増加

総計 30 分で 466 点　➡� �1 時間あたり�　9,320円
※義歯調整のみのときは，1 時間あたり 5310 円

よしやろう！

歯が 0 本だから，かならず 1項目は該当するぞ。

これでやっと採算がとれる！

総義歯の調整を行った場合

再診料＋外安全 1�，外感染 1� 62 点〈� 6 分〉

歯リハ 1（困難）� 124 点〈10 分〉

診療録記入� � � 0 点〈� 5 分〉

合計〈21 分〉で，186 点　➡� �1 時間あたり�　5,310円

□ 私の作った総義歯で�こんなことはあり得ない

□ マッサージに転職する

□ 時間短縮を図る

□ 消耗品の支出を抑える

□ 人件費の安い若手にさせる

□ 自費治療にする

□ 難症例として他所へ紹介する

□ 義歯修理の点数を算定する（？）

□ 「医は仁術」と我慢する

□ 患者の喜ぶ顔を見れれば�それでいいのさ

診療請求項目の算定？prologue

さて，あなたはどうしますか？

prologue 診療請求項目の算定？
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算定までの全体の流れ

■■ １．患者来院

●� 問診票のチェック（総医，医管に対応した問診票を作成しておく）
●� お薬手帳のチェック（お薬手帳を持参すべきことを周知しておく）
●� 医療面接とカルテの記載

■■ ２．総医病名 8，医管病名 15，その他病名の有無のチェック

⇒カルテホルダー左上に病名のシールを貼る（→ p.36 参照）
●� 総医病名があれば

⇒総医病名の医療機関・主治医の把握

　（医療機関リストの作成，同送する自己紹介・あいさつ文を事前に作成）

⇒照会状作成（情共 120 点算定），FAX 送信
●� 医管病名があり，該当処置を行うときは

⇒血圧，脈拍，SpO2 測定（医管 45 点算定）

　（病名に対応した対処法に準じて治療を行う）

■■ ３．次回来院まで

●� 医科からの照会状の返信があれば

⇒総医病名のシールに医療機関名記入（→ p.37 参照）

⇒カルテやメモに照会状の回答の概要を記入

■■ ４．次回以降の来院時

●� 総医の情報があれば

⇒歯管算定時に総医 50 点算定（病名に対応した対処法を把握しておく）

⇒糖尿病があれば歯周病安定期治療にハイリスク加算 80 点算定

　（糖尿病患者における歯周病に対応した対処法を把握しておく）

●� 照会状送付から 3 か月以上が経過し，必要があれば

　⇒再度，照会状を送付（情共 120 点算定）
●� 問診票記入時から一定期間が経過した場合には，

　⇒再度，問診票に記入してもらい変化をチェックする

essential knowledge for medical billing

問診票のチェック

まず，総医や医管の病名やその他の重要な病名を把握できる問診票を作成してお

きます。病名の部分を示します（図１）。

図１ 　総医，医管に適した問診票の例

この問診票は発展中であり，右下にバージョン管理のために用紙作成日を小さく記入しています。

算定に必要な知識
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レセコン連携「紹介状作成機能」の活用

照会先や患者基本情報を手書きで入力するのは手間です。そこで当院では，レセ

コンのオプションで「紹介状作成機能」を導入しました。メーカーにより操作方法

はさまざまですが，例を示します（図５）。

1．患者を選択し，「紹介状作成」を選ぶ。

2．あらかじめ作っておいた「ひな形」を選ぶ。

3．入力しておいた「医療機関リスト」から照会先を選ぶ。

4．（複数人いる際は）担当医を選び，歯科病名と全身疾患にチェックを入れる。

図６ 　レセコン連携機能で作成した紹介状の例

ただし，問題点もあります。

●�「照会状」ではなく，「紹介状」になってしまう（図６）。

　→「照会状（診療情報共有）」というシールを作成し，上から貼る。
●� 当院規定の B5 サイズに印刷すると，文字が小さくなる。
●� 必ず「控え」も印刷されるが，FAX 送信の場合は控えは不要
●� 各項目の項目名や枠の大きさが調整できない。

レセコンメーカーには改善をお願いしていますが，すぐにはどうにもなりそうに

ありません。しかし，これにより大幅に労力が減りました。先生がたが使用されて

いるレセコンはさまざまでしょうから，それぞれに工夫を凝らしてください。

図５ 　レセコン機能
での紹介状作成画面


